
スギの Libertiana 菌核病

林 享 夫(1)

まえがき

スギの苗木や，わかし、iti林木がスギの菌核病菌 Sclerotinia Ki・tajimana K. lTO et Y. HOSAKA にお

かされることは伊藤ら 12) によってあきらかにされ，佐藤ら幻)の調査によって多雪地方におけるスギのもっ

ともふつうの病害のひとつとして知られてし、る cたまたま筆者は昭和28年 (1953年)11月，愛知県下からス

ギ床替市の凶核病の様本をうけとったが，少雪地方の，しかも雪がふるまえの発生にし、くらか疑問があっ

たので，菌核から分m!tをおこなったところ，スギの菌核病菌とはまったくことなる培養をえた。その後培

養基上に生じた菌核から子のう盤を発生させ， その完全H守代の形態を各種の Sclerotinia 菌の記載とくら

ベて，この菌がナタネ菌核病菌 Sclerotinia Libertiana FUCKEL (=S. sc!erotiorum (LIB. J MASSEE) *1 

に近いものであることがわかった。元来，ナタネ菌核病菌は穐々の農作物をおかす多犯性の菌で， ミツマ

タやクワなどの木本性の .n!'(物をもおかし，内外において40余科 150 種をこえる寄主植物が報告されてし、る

が，針葉樹;こ寄生する記誌はないので，本菌とナタヰ、菌核病菌およびスギ菌核病菌をもちいて，数種の針

葉樹，草本t'E fnï物iこ対する病原性，および生理的性質についての比較実験をおこなってその異同を検オ

し，本菌の分類学的所属と針葉樹に対する病原性をあきらかにした。

この報告ではこれらの実験の結果についてのべるが，実験をおこなうあいだ，たえずはげましみちびい

てくださった保護部長今関六也技官および釜測分場長伊藤一雄博士，また原図をつくってし、ただし、た中川

道夫技官のかたがたにあっくお礼をもうしのべる。

病徴および標徴

緑色の校および11-*がおかされる。はじめおかされた部分がしだし、に緑色をうしない， :'Wí梢 lす、しおれて

垂れきがり，しまいには灰白色となって枯れる。組織は弾力がなくなりもろくなる。枯れたあと，茎や針

葉の上におおくの黒色の菌核を生ずる。菌核ははじめ組織内に埋まってつくられるが，のちには表皮をlí!え

ってほとんど全体が外にでる (Plate1: A and B.) 。

菌核は表面黒色で球形，扇球形あるいは不定形で，その大きさは 3-8x2-5mm。

菌核からの分離

被害校あるいは針葉上につくられてし、る菌核をとり， 80%アノレコーノレおよび O. 1%昇示水で・表面消毒を

したのち，ペトリ皿のなかのジャガイモ平板寒天の上におき 250 C の定温器にたもった。 2 日後，菌核か

ペ アメリカにおいて， ナタネ菌核病菌の種名は S. scleroticrum (LIB.) MASSEE を採用してい

る人がおおいが，筆者は S. Libertiana FUCK. が妥当と考え，この報告においても S. Libertiana 

をもちいる。
(11 保護部樹病科樹病研究室員
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ら生じた菌そうをさらに試験管のジャガイモ斜面寒天にうつして分慨した。

試験管内において，菌そうははじめ白色たいらに発育し，表面やや粗の気中薗総でおおわれるが，やが

て菌そうのふちの部分に菌核がつくられるにつれて気中閣総はなくなり，菌そうの色も白色から淡鼠褐色

にかわる。培養基上のTälî核には球t~ ， 扇球形，まが玉形，円1反形など，さまざまの形がある。試験管の内

壁にそって気中菌絡がし、くらか残るが， この部分に小型分生胞子を多数生ずるつ

この培養を樹病研究室に保存してある数種の菌核病菌の培養とくらべてみたところ，菌核がやや小さ

く，数がおおい点をのぞけrf，ナタネ菌核病菌引によく似てし、たっ

子のう盤の発生

培養基上につくられた閣核をあつめ， 1954年 9 月 18日に砂をいれた直径 12cm の植木鉢にまき，野外に

おいて子のう盤の発生をまったところ， 10月 11日から発生をはじめ11 月 2 日にいたっておわった。そこで，

翌1955年 8 月 13日にことなった培養基の上につくられた菌核を50個ずつ，おなじ方法で鉢lこまき，そのご

の子のう盤発生状態の観察をつづけた。菌核はそれぞれジャガイモ寒天，ワックスマシ氏寒天，麦芽汁寒

夫培養基上に生じたものをもちいたが，いずれの鉢からも， 1百];[':秋， 1956午春に子のう盤を発生し，また

発生数はいずれも 200 仰をこえ，菌核をつくった培養基の種類による子のう援の発生期および発生数には

差がみられなかった。

いままでに 3 回の発生を在日察したが，それぞれの発生11告における，子のう躍がではじめた日，最盛日お

よび発生のおわった日を Table 1 にしめす。

発 生期
Season 

1 954 

1 955 

1 956 

Table 1. 子のう盤の発生経過

Period of apothecium production. 

|発生開始日|発生最盛期
First production IPeriod of full season 

II(X 20/X-25/X 

13(X 25(X 

7(V 20/V 

発生終止期
Last growth 
formation 

2/XI 

4(�" 

4(VI 

菌核播桂月日
Day sowing 
sclerotia 

18/LX , 1954 

13/\官， 1955 

表にみられるように本菌の子のう盤発生は年に 2 回であり，呑は 5 月上句-6 月上旬，秋には10月上旬

-11月上匂，それぞれ約 1 カ月のあいだにわたって発生する。発生の縫期はそれぞれ 5 月 20目前後および

10 月 20-25日ごろであった。

ナタネの菌核病閣の子のう盤発生については，金野1.1)，小河原および松浦21)，水田 18)，岡本2:0，嵐2) ら

によってのべられているが，そのほとんどは春期の発生についてであり，秋}切の発生についてのべている

のは水田のみである。水田は秋期の発生はあっても発生数がすくないとのベ，重要視していないが，これ

らはし、ずれもナタネ菌核病の発生が春から初夏のころに限られるためであろう。春の子のう盤発生につ

いては上にのぺた研究者によってくわしく観察されているが，観察者により，また年により，発生期にか

なりのl恒がある。しかし，だいたいにおいて平均をとれば 3 月下匂から 5 月下句のあし、だに発生し，最盛

*1 千葉大学閥芸学部農場においてナタネより分離。 1950年 6 月
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期は 4 月上， '1'句のようである。

したがって，スギから分離された菌はナタネ蕗核病菌[亡くらべると，発生開始期がおそく，最盛期がず

れ，発生期[i日もみじかし、ょうである。

本菌が春秋 2 凹の子のう殻発生期をもウことは，温度との関係をしめすものと考えられるが，それぞれ

の発生期とその前後におげる気温と i雨量の記録判を Fig. 1 および Fig.2 にしめすの

Fig. 1 からみると，秋においては平均気Iihiが 200 C を下ってから発生をはじめ，だいたし、 150 C 前後

にあるあいだ発生してし、るようである。また， Fig.2 から春の発生をみると，平均気温が 15 0 C をこえて

150 C からしばらくして発生をはじめ， 200 C をこえてからおわってし、る。この場合 4 月中旬に数日平均

気温が 150 C から 200 C のあいだに上っているが，雨がなく乾燥していたため，発生がなかったのであ

ろう。春および秋とも，発生期間における日々の段高気温および最低気温は，だいたいにおいて 200 C 以
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Fig. 1 子のう盤発生期前後における気温と雨量(秋季)

Temperature and rainfall in the developmental season of apothecia (autumn). 
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Fig.2 子のう盤発生期前後における気温と雨量(春季)

Temperature and rainfall in the developmental season of apothecia (spring) (1956). 
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当場の露場における気象研究室の観測記録を利用させていただいた。ここにしるしてお礼をもう

しのべる。
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下および 10"C 以!ことなっており，また1，主~1~発生J~Jごろの平均気温はだし、たい 150 C 前後にあるようであ

る。観察回数がすくなし、ので断定はできないが，一応この LÆ'~の rのう般は平均気訪liが 12-30 C から200 C

のあいだで充分のF:IJをえたのちに発生すると考えてよいであろう。

ナタヰ、菌核病問の子のう盤発生環境については水回1円|局本2!D，小MIJí[ ら 21>がf:];î:店主，気ihi との関係を

のべている。 7Krnは子のう盤発生にl:t:î の必現なことを気象観察からのべ，小河原らの温度を一定にしてお

こなった笑験によれば，ナタネ医i核病院|は 10-200 C のあいだでよく了のう慌を発生し， 15-160 C が設

過であり， 250 C ではまったく発生しない。低温では 3-5 0 C でも発生するが OOC では発生しないc

これからみると，スギからの菌の発生瓶!支はナタネ iお核的菌の発生通話liにほぼ一致するが，低温におけ

る発生に差があるようである。

完全時代の形態

ひとつのî1Q核からふつう 1-数仙|の了のう盤を生ずるが，おおいも ωfj、40仰を生ずる。子のう盤は淡桃

色なし、し淡褐色 (Light Ochraceous Buff本1 またはLight Pinkish Cinnamon なし、し Pinkish Buff) 
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Fig.3 Sclerotinia Libertiana FucK. from Cry�to. 
押包erza

A: Asci , ascospores and p紅aphysis (I~I_I 1 = 30μ) , 
B: Part of magnified asci. C: Ascospores, D: Gerｭ
minating ascospores (A-D 1_1 ~I =20μ) 

で，はじめ問状から漏斗状，制l状をへて平

撚状になる η 子のう慌の柄の長さはw核の

うめられる深さによってことなるが，ょっ

う l- lOmm。子のう探の直径は 3-8mm。

子のうは棒状ないし円筒形でなかに 8 f[/，jの

子のう胞子を不規則1:7IJにふくむ。大きさ

87-130x7-9.5μ。 子のう胞子は椅円形

ないし卵形で無色， tf.胞，大ささ 9-15.5

x5-7μ。平均 10.7x5.6ι 側糸は紙状で

頂端ややよとく， J!(f，色，隔I映や分校はな

い。 長さ 120-160μ (Platel: C and D, 

Plate 2; A and B. Fig. 3.)" 

なお， *tm左上に小型分生胞子をつくる

が，その大きさは 2-3x2-3μ。平均 2.8

x2.6μ で無色， tìi胞，球形なし、し桁円 Jf

を呈する (Fig. 4) 。

この形態をいままでに記載されているお

おくの菌核病菌の形態1) 3.........10) 12__14) 17> 

19_21) 23........26) 泊) 30) 31)と比較したがそのなか

ではナタネ菌核病菌にもっとも近く，スギ

の菌核病菌とはあきらかにことなり，その

ほかのおおくの菌核病菌にもこれにあたる

*1 色名は Color standards and nomenc]ature (RIDGW A Y, 1912) による。
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ものはない。し、ままでにナタネ ï;tj核病lÆÎが木本性

植物をおかす記録としては，鈴方 11) がプドワに，

青木1)がクワに， l}判決および木村山がミツマタ

に，また外国ではイチヂク 28) 32) などに寄生する

ことを報告しているが，針果樹に寄生する記録は

内外ともにみあたらない。しかし，本l菌をこれら

のナタネ菌核f内閣の 2 ， 3 の記載とくらべてみる

と， Table 2 にしめすように，ヌド菌がやや子のう

が短いのをのぞけば， {まぼこれと一致する。

子のう胞子からの分離

成熟した子のう慌をとり，柄を切りすてたの

ち， 2%素寒天を流しこんであるペトリ皿の蓋の

内側にワセリンではりつけ， 250 C の定温にたも

ち，子のう胞子が寒天上におちて発芳したものを

20μ 

Fig.3 

。
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U B 

Microconidia of Scleγoti l1ia Libertial1a 

formed on agar. 

A : Part of conidiophores, 
B: Microconidia (1_1_1 =20μ) 

KEIT16)，河村15) らの方法により単胞分離をおこなった。子のう胞子からの培養も菌核からのものとまった

くおなじ特徴をしめした。

菌 名
Fungus 

Scler且ti証ia
sp. 

Scle:γ白til1ia
Libertial1a 

ん，

" 

" 

Table 2. スギの Scleroti l1ia とナタヰ、菌核病菌との形態の比t校

Comparison of th巴 morphological characters between 

Sclerotiana sp. from Cryρtomeria and Sclerotini a Libertiana FUCK. 

寄主|記 sty 臨霊:…きさ一|一子のLength of 大きさ
Host Inve tor r UHo1 f izeof ascus paraphysislSize of ascospore 

(mm)! Q7_.1'<{) (μ) 1 (μ)! 
87-130 

(Cryρtome. I (Writer) 3-8 I~' ;7'::__9.5 1120-160 i 9-15.5x5-7.5 
ria) 

小河原および松& 115-154 74-136 10.5-15.5 
ナタオ、 (()GAWARA 3-7 x6-7.5 
(rape) 14ATSUURA)193l x6-9 

RAMSEY (1925) 
125-160 11.7-15.1 

x8.2-10.2 x5. 9-7.3 

ダイズ 、ド 沢(1 901) 5-10 
108-135 120 12X4 (soy bean) (HANZAWA) x9-10 

ミツマタ 内藤およびNA木IT村O 90-155 
(Edgewor・ (1954) (N 3-9.5 x4-14 

80-140 7-16x3-9 
thia) & KIMURA) 

生理的性質

本菌の生理的性質を知るため，またスギ菌核病菌およびナタネ歯核病菌とくらべるため，これらの 3 閣

をもちいて 2 ， 3 の培養実験および胞子の発芽実験をおこなった。

L 菌そうの発育と培養基の種類との関係



sn 96 号林業試験場研究報告6 一

もちいた培養基はジャガイモ寒天べ麦芽汁寒天汽スギ rt:l汁寒天刊ワックスマシ氏寒天培養基判の 4

種類で， 26-280C に培養 5 日後の菌そうの直径を Table 3 にしめす(おのおのペトリ皿 5 枚の平均値)。

また，培養20日後のそれぞれの培養基上における各菌の特徴をしめすと Table 4 のとおりである。

Table 3. 培養基の種類と菌そうの発育

Relation between kinds of agar and mycelial growth. 

|ワックスマシ開
W AKSMAN's agar 

スギJl1{汁寒天
Sugi-decoction 

agar 

麦芽汁寒天
乱I[alt agar 

ジャガイモ寒天
Potato-sucrose 

agar 

名
s
 

u
 

q
b
 

n
 

u
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円
U
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4
n
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4
 

G
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企
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53 
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ヴ

l
η

ノ
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Sclerotiniαsp. 

S. Libertianα 

S. Kitaji抑制a

菌そうは 85mm 以上発育本

Table 4. 各培養基上における菌そうの特徴

Cultural characteristics on various agar 

菌 名
ジャガイモ寒天

麦M芽al汁寒天
スギ煎汁寒天 ワックスマン氏寒天

Potato-sucrose Cryρtome1'ia- WAKSMAN's Fungus 
agar t agar 

decoction agar solution agar 

菌そう:白色，平 菌そう:白色，気 菌そう:白色，平 菌そう:白色，平坦，
坦 核数大中砲事少Jま脅 坦 気中菌紙は粒密

Scleroti ni a sp. 菌生核大ず，黒色， 鼠糞数 菌 :黒色， 鼠糞多 菌核き :黒色，球状， 菌核:黒色， 状，鼠
環状に多 ，きわめて わめて少ない 糞大，ペトリ皿の縁
。 を散生す。 にそって生ずる。

少成w問V核寸
h
M上R

 

ノ
\つをか式

4
b
A・

44H 

ー

γ
t
t

上
ず

同
ら|可酌や大|同上S. Li berti ana 

菌そう:淡緑灰色
(Hathi Gray) 

菌核:黒色，円板
状~不定形，小
粒，多数

菌そう:まわりに鍛を
つくる

菌核:つくらず

菌そう:淡白~無
色

菌核:つくらず

菌そう:敏おおく
気中菌紙は併

菌核:黒色，小紋，
円板状~不定形
多数，

S. Kitajimαna 

Table 3, Table 4 からみられるように，ヌド菌はナタネ i羽核府ïJ\îにくらべて，麦芽汁寒天およびワック

スマシ氏寒天上でよい発育をしめすが，おのおのの培養基上における特徴は，きわめてよく似ている。ス

ギ IIßi核病菌 1'1本菌とくらべれば，はるかに発育がおそく，またî;!，î そうの特徴もまったくことなるものであ

る (Plate 2: C) 。

菌そうの発育と温度との関係2. 

ペトリ皿法によってジャガイモ寒天および麦芽汁寒天上 4 日後の菌そうの発育と温度との関係をしらぺ

た結果を Table 5 にしめす。

表からみられるとおり，本菌は麦芽汁寒天上で低温および高温区においてやや発育速度がはやいのをの

ぞいては，各温度における培養上の特徴および発育速度ともナタネ菌核病菌に似ている。この実験結果に

MgSO生・

ジャガイモ寒天:蒸溜水1， OOOcc ， ジャガイモ 200g ， 砂糖 20g ， 寒天 20g

麦芽汁寒天:蒸溜水1， OOOcc ， 麦芽粉 100g ， 寒天 20g

スギ煎汁寒天:蒸溜水1， OOOcc ， スギ生葉 100g ， 砂糖 20g ， 寒天 20g

ワックスマシ氏寒天:蒸溜水 1 ， 000cc ， ベプト γ 5g ， プドワ糖 lO g ， KH2P04 19 , 
íH200.5g， 寒天 20g

唱
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q
r
u
q

、
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U
τ

キ
ホ
*
*



スギの Libertiana 菌核病(小林) - 7 ー

よれば本菌の発育適温は 250 C前後にあるようであり，青木川内藤ら 19) ， RAMSEY 24) らの報告による

ナタネ閣核病閣の発育適温に一致し，また発育限界温度もほぼ一致するコこれに反してスギ菌核病菌は本

菌にくらべて発育がおそく，また発育適ìliì\Jt. 200 C にある。また各菌の低温における発育を 1 カ月後まで

歓察したが，スギ菌核病菌がー lO C および 30 C 1 カ月後においてペトリ皿全雨に発育し (85mm 以上) ，菌

核をつくったのに反して，ヌド菌およびナタネ菌核病菌はわずか 15mmしかのびなかった。

Table 5. 菌そうの発育と温度との関係

Relation between temperature and mycelial growth. 

ジャガイモ寒天 (On potato-sucrcse ag訂)

i出
Fungus 

Sclerotinia sp. 

S. Libertiana 

S. Kitajimana 

Sclerotinia sp. 

S. Libeγtiana 

S. Kitajimαna 

名
日
皿

度 (Temperature) 0 C 

麦芽汁寒天 (On malt agar) 

3. 培養基の種類による菌核の形成

ジャガイモ寒天，麦芽汁寒天，スギ煎汁寒天およびワックスマシ氏寒天培養基をもちい各菌をペトリ血

に 1 カ月培養したのちの，それぞれの培養基上の菌核形成数をしめせば Table 6 のとおりである(ペト

リ皿 5 枚の平均値)。

Table 6. 培養基の種類と菌核形成との関係

Number of sclerotia produced on varions agar. 

[亙 名
ジャガイモ寒天 麦芽汁寒天Potato.sucrose Sugi.decoction ワックスマ勺氏寒天

Fungus agar 
Malt agar agar WAKSMAN s agar 

Sclet.oti押ia sp. ち2 100 3 39 

S. Libertiana 29 63 26 

s. Kitajimana 219 663 。 6ち

菌核の大きさは形成数のもっともおおいスギ菌核病菌がいちばん小さく，ナタネ菌核病菌がもっとも大

きい。スギからの菌は菌核の形成数がナタネ菌核病菌よりややおおいが，大きさはやや小さいハまた 3 菌

とも麦芽汁寒天上につくられた菌核は大きいものがおおく，ワックスマシ氏寒天上の菌核は小さいものが

おおい。

4. 菌核の形成と温度との関係

麦芽汁寒天をもちいて， 1 カ月後の菌核の形成と温度との関係をしらベた結果を Table 7 にしめす。

表のように本菌およびナタネ菌核病菌はおなじような傾向をしめし， -lO C お上び 3 C C においては菌

核をつくらない。これに反しスギ菌核病菌はーl O C においていくらかすくなかったほかは， 28c C 以下の
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Tab1e 7. ïJli核の形成と温度との関係

Re1ation between temperature and scIerotia production. 

菌 名
Fungus 

Scleroti ni a sp. 

S. Libertiana 

_10 

S. Kitajimαna [ 十卜

30 

i温 度 (Temperature) � C 

100 130 200 250 280 300 

i主:ー・…・菌核をつくらず +……菌核数 1-50 -t十H ・ H ・50-100 榊…・・ 100 以上

各温度ではきわめておおくの菌核をつくった。

5. 子のう胞子の発芽と温度との関係

35ι 

2%素寒天を入れたペトリ皿の葦にワセリンをぬって，本菌の菌核から発生した成熟子のう盤の柄をと

って吊り下げ，各温度に24:1与 fiUおし、て寒天上におちた子のう胞子の発芽率をしらベた。なおー 1 0 C. 10C 

においては24時間では子のう胞子がおちなかったため48時間後にしらべた。実験結果は Tab1e 8 にしめ

す。

Tab1e 8. 子のう胞子の発茅と温度との関係

Re1ation between temperature and germination of ascosperes. 

:昆 度 (Temp巴rature) oc 

-1-~ 1-21 w 1 w I ~ I ~ I 30 1 ~ I 40 

発Ge芽rm率inat(Fio6n) 
1 69 1 93 1 ぺ 100 1 1∞ 1 1∞ I 92 1 

。

実験 1 percentage 
Exp巴riment-1)

間流~:~) I 13 I 13 I 1沼|却01 叶 1131 38 19 I . 
of germ-tub巴

発Ge芽率 i(o96n) 
I 55 I 85 I 100 I 1 ∞ I 100 I 1川 90 I rminat 。

笑験 2 percentage 
Exp巴riment-2)

間九~1~) I 38 I 44 I 1ペベ叶 lペ 38 I - I 
of 耳erm-tube

Table 8 からしめされるとおり，本ï'fî は 1-20 C から 30 C のあし、だでは 90% をこえる良し、発芽率を

しめすが，発主手段適温度は発芽管ののびかたからみて20-250 C にあるものと考えられ，小河原ら:.!l)，青

木 D. 内藤ら HI) らの報告によるナタネ菌核1内閣の子のう胞子の発'l'i:適温と一致する。

病 原 性

本菌の針葉樹に対する病原性をたしかめるためと，ナタネ菌核病菌およびスギ菌核病菌と比較するため

に，スギ，カラマツなど数碍の針葉樹およびナタネなどの草本性植物に対し，接種試験をおこなったコ

接種試験 1 

供試菌: Sclerotinia sp. (スギ，愛知県東春日井郡. 2/XI'53) 0 Sclerotinia Libertiana (ナタネ，千葉

大園芸学部農場. 28/¥'1'50) 0 Sclerotinia Kitajim2na (スギ，秋田県中川村. 19/IV'49) 。

供試樹:スギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツのそれぞれ 1 回床替え鉢植苗。
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接夜i方法:ジャガイモ平板寒天に 1 週間培主主した各菌の菌そうを 5mm 角にきりとり，殺菌蒸溜水をふ

ぎつけて湿らせたそれぞれの苗木の針葉や茎の上におき，ガラス鐘をかぶせて 15-200 C の部屋において

ときどき水をあたえた。対照の首木には菌そうのかわりにジャガイモ寒天をおいた。

結5[!::本菌を接種したカラマツは10日後から枝葉がしおれはじめた。また接種した菌そう片から組織の

表而にも白色の菌紙がのびはじめ， 20日後には苗木全体がしおれ白色の菌紙でおおわれた。しかし，この

ころから校に生ずる菌核は組織のなかからあらわれ，切片をつくって鏡検すると，組織内に菌絡がはいっ

ており，おもに組織内にはいった菌紙によって枝や茎が枯れるもののようである。スギは発病がおそく，

40日後から新梢の部分がしおれはじめたが，それから下方にはひろがらず，また組織の表面を菌絡がおお

うようなこともなく，日然における発病状態と一致した。アカマツは10日後から表而を白レ菌総がおおい

はじめるのがみられ， 20日後には芽はしおれて垂れきがり，茎あるいは軸に菌核を生じ，表面は白色の菌

紙でおおわれる。ヒノキは 2 カ月後においてもまったく発病しない。ナタオ、菌核病菌はカラマツ，アカマ

ツに対し本菌とおなじような病微をしめすが，スギにはまったく発病せず，カラマヅに対してもやや弱い

結果をしめした。ヒノキには発病しないっスギ菌核病菌はヒノキ，アカマツには発病せず，スギ，カラマ

ツに発病したっスギでは40日後にやはり新らしい枝葉のみがしおれ，その後はひろがらなかった。カラマ

ヅは10 日後カ h らしおれはじめ， 20日後には苗木全体がしおれ，また淡褐色の菌総がくもの巣状に苗木をお

おった (Plate 3: A, C, D, E; Plate 4: A-C)。

接種試験 2 

供試菌 : Sclerotiniαsp. の子のう胞子。

供試樹:スギ，カラマツ 1 回床替え鉢陥商。

接極方法:子のう盤をあつめて乳鉢で軽くすりつぶし，子のう胞子のi字減液をつくって霧吹きで噴霧す

る。対照のj~木には段菌蒸溜水を噴霧する。

結果:スギは10日日，カラマヅは 1 週間目から新芽の部分がしおれはじめ，しだいに下方に進んで20 日

後には枝葉の大部分が枯れたう表面には菌紙を生ぜず，菌核を生ずる。対照区はまったく発病しなかった

(Plate 3: A and B) 。

接種試験-3

供試菌:援組試験 1 におなじ。

供試他物:ナタネ，レング，オオムギ，コムギの播種して発芽後，本業 2-3 枚を生じたものつ各種 5

鉢ずつもちし、た。

接極方法:接種試験 1 におなじ。

結果:本凶およびナタネ菌核病菌はナタヰ、に対して強い病原性をしめし，おなじようなあらわれかたを

した。ほかの他物に対しては病原性をしめさなかった。スギ菌核病菌はどの植物にも病原性をしめさなか

った (Plate 4; D-F) 。

接種試験 4

供試菌，供試植物，接種方法:接種試験 3 におなじ。

結果:接種試験 3 とおなじく本菌とナタネ菌核病菌とがナタネ;こ強い病原性をしめしたほかは発病した

ものはなかった。

接種試験 5 
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供試菌，接種方法:接稀試験 4 におなじ。

イ共試植物:ナタネ，メヒ vパ，イヌタデ，ノ、コベ，エノコログサ。いずれも発芽後本来 2.3 英をだしたもの。

結果:ナタネに対しては接種試験 3. 4 とおなじく本 l~i とナタネ菌核的Id\Îが強い病原性をしめした。メ

ヒ Vパには 3 菌とも病原性をしめしたが，ナタネ菌核病lBは弱かった。イヌタデにはスギ菌核病菌が強い

病原性をしめしたが，本菌およびナタオ、菌核病菌は寄生性をしめさなかった。エノコログサには 3 菌とも

強い病原性をしめしたc ハコベには本菌のみが強い病原性をしめし，他の 2 菌は病原性をしめさなかった。

以上の接持ー試験の結果をかんたんに表にまとめると Table 9 のとおりとなる。

Table 9. 接種試験結果の要約

植
Plant 

物

Summary of inoculation experiments. 

I Sc ler oti ni a SP.I S.… 
スギ (Cry，ρtomeria ja�onica D. DON) 

ヒノキ (Chamaecyρal' is obtusa S. et Z.) 

アカマヅ (Pinus densij 101・a S. et Z.) 

カラマツ (Larix kaemlうferi SARG.) 

ナタネ (Bnlssi cα camþestris L.) 

レング (Astragalus sinicus L.) 

オオムギ (Hordeum vulgare L. var. 
haxastichon L.) 

コムギ (Triticum aestivum L.) 

メヒ νノミ (Digitari a ci li ari s PERS.) 

イヌタグ (Polygonum Blumei MEISM.) 

エノゴログサ (Setaria viri dis BEAUV.) 

ノ、コベ (Stellaria media CYR.) 

十 + 

十
件
特

+
十
件 * 

4十 + H

廿
H
Tぃ
廿

4十

件 * 
注:件……強い病原性をしめしたもの +……中府のもの …・・発病しなかったものつ

表からもみられるように，ナタネ菌核病菌がスギとハゴベに対して病原性をしめさなかったのをのぞけ

ば，本菌とナタネ菌核病菌とだいたいおなじ寄主範囲と病微をしめすが，スギ菌核病菌はこの 2 菌とはこ

となった寄主範聞をもっ。小河原および松浦 21)によればナタネ菌核病菌はレシグおよびイヌタデをも侵

すが，筆者の接種試験では病原性をしめきなかった。また，伊藤および保坂12) 佐藤および太田町によれ

ばスギ菌核病菌はアカマツ，ナタネ，ハコベをおかすが，筆者の接種試験では病原性をしめさなかった。

結 論

筆者はスギ菌核病菌 Sclerotinia Kitajimana K. ITO et HOSAKA とはことなる Sclerotinia 菌を

スギからえ， その完全時代の形態をおおくの菌核病菌の記載とくらべ， 子のうがやや短いほかはナタネ

菌核病菌 Sclerotinia Libe1'tiana FUCK. に一致することを知った。しかし，いままでにナタネ菌核病菌

が木本性植物に寄生する例がすくなく，針葉樹に寄生する記録がないので，本菌とナタネ菌核病菌をおも

にもちし、て，その生理的性質，病原性などの比較実験をおこなってきた。これらの結果によれば，本菌は

ナタネ菌核病菌とくらべて，生理的性質においていくらかちがいのみとめられる点もあるが，だいたいに
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おいてよく似た性質をしめし，培養上の性質はきわめてよく似ている。またハコベ，スギに対する寄生性

に差がみとめられたほかは，その寄主範囲，病原性などおなじ傾向をしめした。子のう盤の発生期におい

ては，発生期間がみじかく，最盛期にずれがあるが，ナタネ菌核病菌で記録されている発生期間の範罰に

はいるつまえにものべたようにナタネ菌核病菌は40余科 150 種をこえる植物をおかすきわめて多犯性の菌

であり，このような箇において病原性，生理的性質をことにする系統のあることは，ほかの[!Êiでもしばし

ば認められてし、る現象である。したがって，筆者は本菌の形態，ナタネその他に対する病原刊の一致など

から， スギに生じた Sclerotíní a 菌はナタホの菌核病菌 Sclerotinía Líbertíana と同定されるものと考

える。なお，いままでスギには，スギ菌核病菌 Selerotinia Kitajimana が広く知られているが，これは

形態，生理的性質，寄主範囲において本菌とはまったくことなるものである。

この菌による菌核病の病名については，スギ菌核病との混同をさけるため，その学名の種名から Liberti­

ana 菌核病と呼びたいと考える。

本菌は低温における発育がきわめてわるいことから積雪下における，あるいは融雪期における発生はほ

とんどないものと三考えられる。したがって，伝染はおもに子のう胞子の飛散によっておこなわれるものと

考えられ，その期間も子のう盤の発生期およびそのすぐあとの 5-7 月および10-11月にあるものとみて

よいであろう。

本菌は接種試験の結果によってもスギ，カラマツ，アカマツには無傷健全部から侵入する力をもってい

るが，秋のび後の早霜が発病を助長した例もあり，晩霜，早霜，風傷などで苗木が弱められた，あるいは

傷をうけた場合には，さらに容易に侵入するものと考えられる。

要 約

(1) 本病病原菌を各種の菌核病菌と比較検討した結果， Sclerot匤僘 Libertiana FUCK. (ナタネ菌

核病菌)と同定した。病名はスギ菌核病との混同をさけるため種名にちなんで Libertiana 菌核病とよび

たい。

(2 ) 子のう盤は春と秋の 2 回発生し，発生期はそれぞれ 5 月および10月である。

(3 ) 本病菌はジャガイモ寒天，麦芽汁寒天，ワックスマン氏寒天培養基上で良好な発育をし，菌核も

よく形成するが，スギ煎汁寒天上では発育わるく菌核もすくないc

(4) 本病閣の発育適温は 250 C前後，限界は 300 C から 350 C のあいだにある。低温では発育するこ

とはするが， OOC 1 カ月において 15mm ぐらいである。

(5) 子のう胞子の発芽はー lO C から 350 C のあいだでおこなわれるが，適温は 20-250 C にある。

(6) 針葉樹ではカラマツ，アカマツ，スギに対して病原性をもち，ヒノキには病原性をもたない。草

木性の植物ではナタネ，メヒ Vノミ，エノコログサ，ハゴベに強し、病原性をもち，レシグ，オオムギ，コム

ギ，イヌタデには病原性をしめさなかった。
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Explanation of Plates 

(図版説明)

Plate 1. A and B: Diseased shoots of Japanese c巴dar (Cry�tomeria jaρocica D. DON) affected 

by 5clerotinia Libertiana FucK. S: Scl巴rotia x4f5 (5. Libertia仰によるスギ罷病

校， S: 悶核)

C and D: Apoth巴cia of 5. Libertiana developed from seeded sclerotia X 1. 2 (鉢にまいた

菌核から生じた子のう盤)

Plate 2. A: Section of apothecia X 150 (子のう盤の縦断切片)

B: 'Germinating ascospores x250 (子のう胞子の発芽)

C: 5clerotinia Libertiana FUCK. , both strain from Japanse cedar and rape, and 5. Aitaji-

mana on various agar media. (各棒培禿基上の 5. Libertianaースギおよびナタネカ h らの

ï:ru t~ミと 5. Kitajimana) 

L 1: 5clerotinia Libertiana from Japanese cedar. L 2: 5. Libertiana from rape. 

K: 5. Kitajimana. 

a: Potato-sucrose agar. b: Malt agar. c: Waksman's agar d: Sugi (Cry�to-

meria) decoction agar. 

Plate 3. A: Japanese cedar (Cryρtomeria ja�onica) inoculated with ascospores of 5. Libertiaｭ

na (5. Libertiana の子のう胞子で発病したスギ苗)

B and C: J旦panese larch (Larix kaem�feri SARG.) inoculated with ascospores and hyphae 

of 5. Libertiana , respectively. (5. Libertiana の子のう胞子で， また菌糸で発病したカラ

マツ苗)

D: ]apanese larch inoculated with the rape-strain of 5. Libertiana (ナタネからの 5. Liber-

tiana を接種され発病したカラマヅ苗)

E: Japanese larch inoculated with 5. Kitajimana (スギ菌核病菌 5. Kitajimana を接種され
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発病したカラマツ苗)

Plate 4. A: ]apanese red pine (Pinus densiflora S. et Z.) inoculated with S. Libertiana (Cryｭ

ptomeria-strain) (スギからの S. Libertiana を j安積，発JI;1 したアカマツ)

B: ]apanese red pine inocuiated wi th 5. Libertiana (rap巴 -strain) (ナタネからの 5. Libertiana 

を接種，発病したアカマヅ)

C: ]apanese red pine inoculated with 5. Kitajimana_ No infection ar巴 observed. (スギ l若

核病菌を接種したアカマツ，無発病)

D: Rap巴 inoculated with 5. Libertiana (Cryptomeria-strain) (スギからの 5_ Libertiana を

接種，発病したナタネ)

E: Rape inoculated with S. Libertiana (rape-strain) (ナタヰ、からの S. Libertiana を接被，

発病したナタネ)

F: Left: Rap巴 inoculat巴d with S. Kitajimana. No infection are observed. (スギ菌核病菌を

接種したナタネ，無発病) Right: ContoI. (対日夜)

Plate 5. A: Polygonum Blumei MEISM. inoculated with the Cryptomeria-strain of S. Liberｭ

tiana. No infection are observed. (スギからの S_ Libertiana を接種ーしたイヌタデ， 無

発病)

B: P. Blumei inoculated with the rape-strain of S. Libertiana. No infection are observed. 

(ナタネからの 5. Libertiana を接種したイヌタデ，無発病)

C: P. Blumei inoculated with S. Kitajimana (スギ菌核病菌を接種，発病したイヌタグ)

D-F: Diseased Setaria viridis BEAUV. resulted from the artificial inoculation by Scle・

rotini・a spp. D; 5 Libertiana (CrYlうtomeria・strain) E; S. Libertiana (rap巴-strain)

F; S_ Kitajimana. (D ;スギからの S. Libertiana を接種発病したエノコログサ E; 

ナタネからの S. Libertiana を接種発病したエノコログサ F; スギ菌核病菌を接種発病し

たエノコログナ)

G": Digitaria ciliaris PERS. inoculated with the Cryρtomeria-strain of S. Libertiana (ス

ギからの 5. Libertia仰を接種発病したメヒ Vパ)

H: D. ciliaris inoculated with 5. Kitajimana (スギ菌核病菌を接種発病したメヒ Vノ q

1: Stellaria media CYR. inoculated with the Cryptomeria-strain of S. Libertiana (スギか

らの S Libertia仰を接種発病したハコベ)
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ln the T�oku District, it has b巴en w巴11 Imown that Sclerotinia Kitajimana causes 

sc!erotial disease in Japan巴se cedar , Cr.y�tomeria jαþonica D. DON, under th巴 snow. ln 1953, 

the writer obtained sp巴cimens of another sclerotial disease of Cry�tomeria from a snow. 

fre巴 warm region. The writer carried out morphological studies of the causal fungus and 

inoculation experim巴nts on several conif己rous and herbaceous plants, comparing them 

with th色 hith巴rto known Scler・otinia. Th巴 morphological characters of this fungus quite 

agree with Sclerotiania Libertiana This fungus also agreed with S. Libertiana in its 

pathog巴nicity on rape (Brassica camρestris) and temperature for the development of 

apothecia. There were found , however, some differences in certain physiological chaｭ

racters. Cases are not rare that the race or strain which differ in their physiology and 

pathogenicity, are often observed in polyx巴nic fungi. Thus, the writer identified this 

fungus as Sclerotillia Libertiana FuCK (=S. sclerotiorum (LIB.) MASSEE). 

Results of the work ar巴 summarized as follows: 

(1) Th巴 fungus attacks green stems and needles. Lesions spread so rapidly that 

the shoots are soon withered , becoming grayish brown to ash color. Dead shoots becom巴

fr旦雪ile. On th巴 d巴ad stems and needles , several black scJerotia which ar巴 globular or 

芭om巴what distortecl in shape and 3-8 X 2-5 mm  large, are produced (Plate 1 ; A and 

B). 

(2) Apoth巴cia develop in spring and in autumn. ln spring they are produced from 

May to early Jlln巴 and in autumn from Octob己r to early November. Th巴 optimum temｭ

pera tllre for th巴 d巴V巴 1 opment of apothecia is 且bout 150C (Fig , 1 ancl 2). 

( 3)' Apothecia are g巴n巴ral!y formecl from 2 to 7, rarely 40, from a single sclero. 

tium. They are tube-like at first , ancl then become bowl-to disk-shaped, Light Ochraceous 

Bllff or Light Pinkish Cinnemon to Pinkish Buff color and 1-5mm in diameter. StaIl王

is 1-10mm long; asci are cyJinclric to clavate , 87-130 x 7-9.5μin size. Ascospores are 

irregularly uniseriate , eIliptic to obovoicl , 1-celled, hyaJine , 9-15.5 X 5-7μlarge. P旦raphy­

sis are filamentolls , hyaline , non-s巴ptate and unbranch巴d， 120-160μlong (Platel: C and 

D , Plat巴 2: A and B, ancl Fig. 3). 
Microconiclia 呂re formecl on conicliophore branched from hyphae on agar media, and 

hyaJine , continuous , globular to subglobos巴， 2-3 X 2-3μlarge (Fig. 4). 

( 4) The fungus develops weIl ancl prodllces IIlany sclerotia on potato-sucrose agar, 

malt agar and WAKSMAN'S agar (Table 3, Plate 2: C). Optimllm t巴mperatllre for the 

growth is at 250C and it cannot grow at 350C (Table 5). At OoC , it grows, but very 

slowly. 

(5) Ascospores germinate from -IOC to 350C. The optimum t巴mp巴rature for their 

germination is from 200C to 250C (Table 8.) 

( 6 ) From the inoculation experiments (Tabl巴 9) ， it was ascertained that th巴 fungus
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caused serious sclerotial dis巴ase of CTyρtomeria jaþoni・ω，ゎ;nus densifloTa and LaTix 

kaemjうfeTi ， and sclerotial rot of rape, Digitaria ciliαris， Setαriα ViTidis and Stellαriα mediα 

(Plate 3: A D, Plate 4: D F , Plate 5: D, G and 1). ChαmαecyþaTis obtusa was highly 

resistant, and no infection was observed on Astragalus sinicus, barley, wheat and Polygoｭ

num Blumei. 

Laboratory of Forest Pathology , 

Division of Forest Prot巴ction ，

Government Forest Experim巴nt Station, 

Meguro, Tokyo, Japan. 
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